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2.ビール製造工程における香気成分の変化について

オリオンビール(株)名護工場
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目的 ビールの香気成分は、ビールのタイプや特徴を決定づける重要な要素であり、その香気成分の

組成を知ることは工程管理や、香味の安定を図る為の重要な手がかりとなる。

本報では、ビール製造工程における低沸点香気成分、中高沸点香気成分、および含硫化合物中のジ

メチルスルファイドについて分析した結果を報告すると共に、低沸点香気成分の生成についても検討

したので報告する。

方法低沸点香気成分は、試料に内部標準液として n-Butylalcoholを 10ppmとなるよう添加し、

ガスクロマトグラフィー(以下GC)により分析した。中高沸点香気成分は抽出・漉縮を行い、 GC

で分析した。ジメチルスルファイドは、 HeadSpace法(試料 50mlを 50't、 30分保持後、1.0

mlをGCへ)により分析した。アミノ酸からの低沸点香気成分の生成は、 Hydak液に単一アミノ酸

を添加した Hydak改変培地を用いた発酵液について調べた。アミノ酸は高速液体クロマトグラフィ

ーにより定量した。

結果 低沸点香気成分は、前発酵で急激な増加を示し、後発酵前期まで増加が見られたが、 10日目

以後はほとんど変化しなかった。ジメチルスルファイドは既に麦汁中に存在し、発酵と共に埼加し、

酵母の沈降に伴って減少する。後発酵前期で僅かに増加するが、 10日目以後はほとんど変化しなか

った。製品ビール中の中高沸点香気成分を調べた結果、酢酸イソアミル、 n カプリル酸エチル、 n

ーカプリン酸エチル、ラウリン酸エチル、フェニル酢酸エチル、 βーフェニルエチルアルコール、ぐ

リスチン酸エチル、パルミチン酸エチルが同定された。また、低沸点香気成分のうち、 Iso-Leuか

ら 1 -Butylalcohol と 1 -Amylalcohol カに Val ヵ、ら 1 -Butylalcohol カ号、 Leuカ、ら I一

Amylalcoholが生成されることが明らかになった。
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